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対象範囲

擁壁工指針p.168 表5-3に準じて使用する 控長を35ｃｍのまま大型化した練積みブロック
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出典：道路土工ー擁壁工指針（H24) P168 表5-3 、P169 解図5-35 標準的なブロック積擁壁の構造と名称
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ただし、運用上、下記の積みブロックも含めるが、確認した値等については参考値扱い

• 擁壁工指針p.168 表5-3の躯体厚に合わせて控長を大きくした積みブロック
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• 擁壁工指針p.168 表5-3以外で設計する積みブロック

• 空積みブロック

• 間知ブロック

• 緑化ブロック

• 特異な形状等、確認マニュアル（案）に沿って構造特性を
確認できない積みブロック

対象外



申請資料
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•積みブロックの構造特性確認書 申請要領に沿って
下記の申請資料を作成

様式-1

word

様式-2

word

CADデータ

dwg
(dxf)

様式-2に添付した
図面のCADデータ

カタログ
又は

施工要領等

pdf

ブロックの主要寸法と
積み方が分かる資料
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積みブロックの撮影

上下のブロック接合部における
断面図の作成

胴込めコンクリートの
打継ぎ位置の作図

構造特性確認の申請

申請資料作成の流れ



積みブロックの撮影

•使用する機材

•積みブロックの準備

•積みブロックの撮影
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使用する機材

• デジタルカメラ
• 200万画素以上（データ容量約1Mb）で撮影できるもの

•長さ測定機材
• 標尺，リボンテープ，コンベックス，鋼尺等

• 対象ブロックの主要寸法を測定できるもの
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積みブロックの準備

•撮影する積みブロックの選定
• 材齢１年以内で、目立った汚れがないもの

•設置方法
• 背面側を下にして、積みブロックの上面と側面を逆光に
ならずに撮影できるように設置

• 周囲の建物等の影がブロックにかからないよう注意

10ブロックの上面 ブロックの側面



積みブロックの準備

•設置方法
• 背面側を下にして、積みブロックの上面と側面を逆光に
ならずに撮影できるように設置

• 周囲の建物等の影がブロックにかからないよう注意
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逆光での撮影や作業者等の影がかかると形状を認識しにくいためNG



積みブロックの撮影

•天候
• 晴れた日に行う

•撮影時間帯
• 午前10時～午後３時

•撮影場所
• 屋外
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積みブロックの撮影

撮影高さ、撮影距離

• 対象ブロックと水平になる高さ

• 対象ブロックから1.0～2.0ｍ程度の距離
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撮影高さ0.175m撮影距離1.5mの場合の撮影状況

撮影距離 1.5m

撮影高さ

0.18m

控長35cmの

積みブロック



積みブロックの撮影

•撮影高さ

対象ブロックとカメラが概ね水平となる高さ
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胴込め部分が確認できない胴込め部分が確認できる



積みブロックの撮影

•撮影距離

対象ブロックから1.0～2.0ｍ程度の距離
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遠すぎてよく見えない形状がはっきり見える



積みブロックの撮影

撮影箇所

• 積みブロックの上面

• 積みブロックの側面

π型の場合は、下記も撮影

• 控え材のシェアホール、又は返し
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積みブロックの撮影

•撮影箇所

• 積みブロックの上面
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➡ブロックが写真に納まる範囲でなるべく大きく撮影



積みブロックの撮影

•撮影箇所

• 積みブロックの側面
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➡ブロックが写真に納まる範囲でなるべく大きく撮影



積みブロックの撮影

•撮影箇所

π型の場合は、下記も撮影

• 控え材のシェアホール、又は返し
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返しの外観 返しの高さ 返しの幅



積みブロックの撮影

•撮影時の注意点

• 標尺等が対象ブロックに重ならないように注意
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標尺が対象ブロックに重なっていると、形状を確認できない



上下のブロック接合部における
断面図の作成方法

•対象ブロックの三面図

•断面図の作成
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上下のブロック接合部における
断面図の作成方法

•対象ブロックの三面図

22

正投影法（第三角法）を用いる

三面図の例



上下のブロック接合部における
断面図の作成方法

•対象ブロックの三面図

上面と下面の形状が異なる場合

➡図を追加
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下面図を追加
勾配なりに見た
断面図を追加



上下のブロック接合部における
断面図の作成方法

•断面図の作成
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※着色する必要はございません。

※控え部材も含める



上下のブロック接合部における
断面図の作成方法

•断面図の作成
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※着色する必要はございません。



上下のブロック接合部における
断面図の作成方法

•断面図の作成
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※着色する必要はございません。

※下面図が必要 ※勾配なりに見た断面図が必要



胴込めコンクリートの打ち継ぎ位置
の作図方法

•胴込めコンクリートの打ち継ぎ位置の作図
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法面勾配を1：0.5とし、
２～３段の断面を作成

打継ぎ位置を作図し、ブロックの目地と胴込め
コンクリートの打継ぎ位置を注記
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様式-１ 記入例



様式-2 記入例
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様式-2 記入例



図面のCADデータ（例）
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•様式-２の添付図のＣＡＤデータ（dwg、dxf）



カタログ、施工要領等
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• ブロックの主要寸法や積み方が分かるもの

積み方

主要寸法



申請資料 資料の形式 備考 提出方法

様式-1
【PDFデータ】

※原本でも可

社印を押印し，スキャンしたPDFデータ

※原本の場合は，郵送等で送付し，社印なし

のWORDデータをメールで送付

【メール】

下記の
アドレスへ

様式-2 【WORDデータ】

図面の

CADデータ

【dwgデータ】

dxfデータでも可

申請要領に沿って作図した「対象ブロックの

三面図」，「上下のブロック接合部における断

面図」，「胴込めコンクリートの打継ぎ位置」の

CADデータ

※様式-2の添付図のデータ

カタログ，

施工要領等
【PDFデータ】

ブロックの主要寸法や積み方が分かるものを

必ず送付
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申請資料と提出方法

➡提出方法：上記の資料を kozo@cba.or.jp へ送信


